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開会式

中国５県の県大会を勝ち上がった個人男女各４

０ペア、団体男女各１２チームが、岡山市総合文

化体育館に集結し、第３８回中国中学校ソフトテ

ニス選手権大会の開会式が開かれました。

開会式では、大会会長や来賓の方からのあいさ

つや岡山市立岡輝中学校の伊藤聖（いとうせい）

さんの歓迎の言葉がありました。

最後に代表校選手が選手宣誓

を行い明日から全力でプレーす

ることを誓いました。

宣誓 僕たち私たち選手一同は、今

まで共に汗を流してきた仲間との絆、

そして私たちを支えてくださったすべ

ての人に感謝を忘れず、県の代表とし

てのプライドを持ち、この岡山の地で

今、自らを超え、最高のプレーで競技

各県の熱戦を勝ち抜き、中国大会への切符を手に入れられた皆さん、中国

大会出場おめでとうございます。いよいよ明日からこの浦安テニスコートで

ソフトテニスの中国大会が行われます。私の中学校の目標は中国大会出場で

した。「ペアで一本」という思いを胸に試合に臨み、例え負けたとしても最

後は笑顔で終わろうと思っていました。しかし、県大会３回戦で負けてしま

い、最後に笑顔で終わることはできませんでした。でも、最後の試合でひと

つだけ成長できたことがあります。それは、試合が終わった後、ペアで「ご

めん」ではなく、「ありがとう」と素直にお互いに声をかけることができた

ことです。私たちペアは３年間、一度もすることができなかったことでした。

皆さんには、今大会で最高のプレーをして、最高の笑顔で終われるよう、

全力を尽くしてほしいと思います。私たち生徒役員一同は、本大会で皆さん

が最高のプレーをし、いい意味で緊張がもてる大会になるよう精一杯サポー

トを行いたいと思います。選手、役員と立場は違いますが、同じソフトテニ

スを頑張る者として今大会が生涯忘れられない大会になるよう、お互いに全

力を尽くしましょう。最後に各地から今大会にご参加された選手の皆さんの


